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― 遮断特性の評価 ― 
IIR Digital Filter Designed by Interpolation Method 
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【要 約】  














 We are l iving receiving various information from nature and disseminating information.  
Furthermore,  for  example,  the information about  bodily  health condit ion is  acquired by  meas-
urement of  brain waves,  or  measurement of  an electrocardiogram, and the focus of  an earth-
quake and the information on a scale is  acquired by  measurement of  seismic waves.  Under the 
present  circumstances,  s ignal  processing which pe rforms signal  processing of  f i l ter ing,  a  spec-
trum analysis,  etc .  have been performed for  many years as the technique of analyzing various 
signals which observed these pieces of  information,  and the signal  t ransmit ted and received 
through a network.   However,  in the present  age,  a  digital  computer makes rapid progress ,  and 
digit izat ion is  also fol lowing the network.  Also in  this  f ield,  digi tal  s ignal  processing using a 
digi tal  technique is  performed l ike the control  f ield,  the sound f ield,  etc.  This paper describes 
the IIR digita l  f i l ter  in digital  s ignal  processing f irst . Next,  one design method of the interpo-
lated type IIR digi tal  f i l ter  which authors proposed is  shown and i t  is  shown clearly  that  i t  has  
superior  cut  off   characterist ics by  comparing i t  with other f i l ters .  
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( ) ( )nx,nx 21 と し 、 そ れ ぞ れ の 出 力 信 号
( ) ( )ny,ny 21 を                                             
( ) ( )[ ]








                          
とするとき、任意の定数 a,b に対して 
( ) ( )[ ] ( )[ ] ( )[ ]




























































( ) ( ) ( ) 　　　　　　　　　　　sXsHsY =  
と表すことができる。 ディジタルシステムの場






 ( ) ( ) ( ) 　　　　　　　　　　　zXzHzY =  
と表すことができる。一般に H(z)は 































と表される。但し、n<0 では x(n)=y(n)=0 とする。




















を与えた時の出力応答 ( )( )L,1,0nnh = を指す。 
 再帰形フィルタはフィードバックループがある
ためインパルス応答が無限に続き、これを IIR 型
フィルタ(infinite impulse response filter)と呼ぶ。こ
れに対し、非再帰形フィルタはインパルス応答が
有限時間しか続かずこれを FIR 型フィルタ(finite 





















期を T としたとき、伝達関数 H(z)をもつディジ
タルフィルタの周波数応答は Tjez ω= と置いて得
られる。このとき 
 
( ) ( ) ( )








と表され、 ( )TjeH ω は、ディジタルフィルタの
振幅特性、 ( )Tωφ は位相特性を示している。特
に T=1 と置けば 
 ( ) ( ) ( ) ( ) ( )ωφjωjωjωjωj eeHeHeHeH =∠=  
と表すことができる。 
ωje は ω に関して周期 2π の周期関数であるの
で、フィルタの特性は、周期的特性を持つ。一般
に π2ω0 ≤≤ の部分の特性を利用してフィルタ
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( )zH は有理関数である。振幅特性は ωjez = とお
 
き ( ) ( )1zHzH − を計算すると 
( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 2ωjωjωj
ez
1 eHeHeHzHzH ωj == −=
−
より二乗振幅特性が得られる。又、伝達関数は特
性関数 ( )zφ を用いて 
と表される。 


















( ) ( ) ( )
( ) ( )( )は多項式　　　　　　　
　
zf,zh
zf/zhzφ 111 −−− =
 
とおく。又、伝達関数の分母多項式を ( )1zd − と
すると、 







により ( )1zd − は構成される。 
 z-平面上において伝達関数の分母の根は全てが、
単位円内に在ることが、フィルタが安定であるた
めの条件であるが、 ( )1zd − の根はこの条件をみ
たしており、従って伝達関数 ( )1zH − は安定であ
る。さらに ω= jez とおき ω= cosx とすると二乗
振幅特性は x を用いて 
 
 { }　　　　　　　　　22 )x(φ1/1)z(H +=  
と表される。 



















( )πωωω 1s1 <<  
を設定する。 
 以上を満たす特性関数 ( )xφ を求めた結果を以
下に示す。 
( ) ( ) ( )xba/xFxφ −=  
ここで 
( ) ( ) ( )( ) 2M1M xxx1/x1xF −−+−=  
( ) ( )[ ] ( )pspspsps xx//xxF/xxFa −γ−γ=  
( ) ( )
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